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第 6 章では、第 4 章において述べたウォーターフットプリント原単位を用いて 9 か国（イ
ンドネシア、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、中国、韓国、日本及びアメ
リカ）を対象とした国レベルのウォーターフットプリント評価を行った結果を示した。日
本の家計消費支出由来のウォーターフットプリントを求めた結果は 4.9×1011m3(一人あた
り 4000m3)であった。国内製品の影響は半分程度で、海外(特に米国や中国)からの輸入が半
分を超えることを示した。これは食品や林業といった水消費強度の高い産業からの輸入が
多いこと、米国や中国における特性化係数が大きいことが影響している。国際貿易を考慮
しつつ、アジア各国のウォーターフットプリント評価を実施した研究は本研究が初めてで
ある。今後ますます経済規模が拡大するアジアの環境問題を協議するうえで、きわめて重
要な資料が示されたものと考えられる。 
 
第 6章では、各章で得られた知見を総括し、今後の課題について言及している。 
 
以上をまとめると、本研究論文は、日本やアジア各国における水消費・水汚染に関わる環
境負荷原単位と窒素汚染を分析するための影響評価手法を構築し、ウォーターフットプリ
ントへ利用可能であることをケーススタディを通じて示したものである。本研究論文は、
LCA およびウォーターフットプリント評価手法の発展に寄与するところが極めて大きいと
考えられ、博士（環境情報学）の学位論文に値するものと判断する。 
 
 
 
 
 
